































































































































































































論証してきた (Beck1986: 254=1998: 317)。その際、伝統や天然自然がもたらす害悪の
ことを f危険J(Gefahr; danger)、近代が生み出したものによって生じている害悪のこと
をリスクJ(Risiko; risk) と称し、 f危険Jを克服するために科学技術が生み出した近
代的人間生活の枠組みもまた、現代においてはリスクjの温床になり得るとした。「コス
モポリタンi拘留家Jは、近代の学たる社会科学が生み出してきた概念である「国民jの「狭
!溢さJの克服のために提示されているといえる (Beck2002: 50-4; 84-94 = 2008: 39-41; 
64-71)。
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